
令和 6年度 助産師職能集会プログラム 

 

生と死に寄り添う時 

～助産事故の当事者の信頼関係に焦点をあてた研究から今、思うこと～ 

 

＜ねらい＞ 

 2023 年 3 月で長岡崇徳大学看護学部母性看護学教授を退官される講師の高島葉子氏は 7

年間法学を学んだ経験から、助産事故が発生した後の助産師と産婦の信頼関係を繋ぐ「分岐」

を意識した初期対応モデルの構築について研究を進めてこられました。助産師は日々の関

わりのなかで妊産婦との信頼関係を築いていきますが、何かしらの原因で信頼関係が崩れ

ることを経験してきたと思います。今回新潟県で助産師として幅広くご活躍してこられた

先生から初期対応等を含めた信頼構築について学びたいと思い企画しました。 

 

日 時：令和 6年 6月 12日（水）  13：30～16：00（受付 13：00～）  

会 場：新潟グランドホテル 

方 法：集合 

 

＜日程・内容＞ 

13：00 ～ 受 付 

13：30 開 会 

挨拶・令和 5年度事業報告および令和 5年度活動計画 職能委員長 佐藤 志津子 

助産師職能委員紹介 

13：45 講 演 

講師 前長岡崇徳大学 看護学 母性看護学教授 高島葉子 

【講師紹介】 

開業助産師、新潟県立看護大学を経て長岡崇徳大学看護学部母性看護学の教授に

就任し、令和 6年 3月末に退官。長きに渡り新潟の周産期に貢献されている。  

15：30 質疑応答 

15：50 アンケート記入 

16：00   閉会 

 

 

＜参加費＞ 会員：無料    非会員：1100円 


